第1章　土浦市の概要
1.1. 土浦市の現状
まず、土浦市の大まかな現状を見ていくことにする。他の市町村との比較やごく簡単な将来予測も交えて、土浦市の姿を多角的に確認していきたい。
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1.1.1. 人口
土浦市の人口は2008年11月1日現在の推計で143,819人である。2000年ころまでは増加を続けていたが、それ以降は緩やかな減少に転じている。
図1-1は2025年までの人口変化をコーホート法で予測したものである。やはり緩やかな減少傾向が見られ、2020年にはおよそ131,000人、グラフにはないが2030年にはおよそ119,000人の水準まで減少するという結果になった。
[image: image23.emf]1.1.2. 教育
　市内には20の小学校、9の中学校（うち私立は1）、8の高等学校（うち私立は3）、2の大学・短期大学（共に私立）の他、各種専門学校や養護学校などがある。特に高校へは市外から通う学生も多い。図1-2は市内の小中高校（全日制・定時制）の在籍学生数を、人口で除した割合を示したグラフである。県全体、あるいは県内主要市町村と比較しても、土浦市の児童・生徒数の比率はかなり高いということがわかる。これは土浦ならではの強みといえる。

また、市内では生涯学習の充実が図られており、県南生涯教育センター（URALA 5階）や亀城プラザ（中央2丁目）などでは各種講座・セミナー等が行われている。

1.1.3. 産業
市内の産業は中心、新治、神立、荒川沖の4地区ごとに特徴がある。図1-3は各地域の特徴を簡単にまとめたものである。地区ごとに特徴を概観していきたい。
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まず中心地区は商業が主体でURALAや中央大通り商店街などがある。しかし、西友や小網屋をはじめとする大型店の撤退がここ20年で相次いだことや、郊外型店舗・ロードサイドショップの増加などにより、空洞化が進行している。
南部の荒川沖地区はベッドタウンとしての色彩が強い。ただ、荒川沖駅前にはショッピングセンター「さんぱる」が営業しているほか、国道6号線沿いにはロードサイドショップが並んでいることから、産業としては商業が目立つ地区といえる。しかし、中心地区や隣接するつくば市の中心部ほどの求心力はない。
北東部の神立地区は農業と工業がメインである。霞ヶ浦沿岸では湖水を生かしたレンコン栽培が盛んであり、生産量全国トップの原動力になっている。また、北側のかすみがうら市と接する区域には工業団地があり、日立建機やコカ・コーラなどの大工場が操業している。
北西部の新治地区では農業が盛んである。稲作や野菜、花きの生産がメインとなっており、地区を通る国道125号線沿いには田園風景が広がる。また、小野小町がこの地で没したという伝説にちなんだ観光施設「小野小町の里」があり、週末にはそば打ち体験を楽しめるなど、観光地の側面も持っている。
1.1.4. 犯罪発生状況
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図1-4は市内の犯罪の発生状況を示したものである。市がホームページなどで犯罪発生状況を情報提供し、市民の防犯活動に役立てられている。自主防犯組織の結成数は県内最多であり、160町内で約5700人の人々による防犯ボランティア活動が行われている。その成果が2004年以降の犯罪の減少となって現れている。

1.1.5. 観光
土浦市の観光スポットは、大きく分けて歴史的資源と自然資源の2つに大別できる。歴史的資源としては、城下町として、また宿場町、水運の要衝として栄えた歴史から蔵作りの建物が残っており、蔵を再生させた「土浦まちかど蔵」や寺社仏閣、土浦城址（亀城公園）などが中心市街地にある。また、先述のとおり、新治地区には「小野小町の里」が整備されている。

自然資源としては霞ヶ浦をはじめ宍塚大池などの水辺や筑波山麓の観光農園などが挙げられる。また、土浦市では10月の花火大会を始め、年間を通じて各種イベント・祭り等が盛んに開催されている。

1.2. 生活者視点での土浦市の課題
この節では、土浦市民の生活に重点を置き、高齢化の状況や施設の立地、交通の状況などについて見ていく。arcGISやJICA-STRADA, CUETも利用して、資料や現地見学だけでは掴みにくい事柄に関して客観的に分析を行った。
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1.2.1. 高齢化の進行状況
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前ページ図1-5は2005年に実施された国勢調査の結果をもとに、町丁目別の高齢化率を算出し、色分けしたものである。色が濃い地区ほど高齢化率が高いことを示している。特に濃い色が目立つのは新治地区であるが、中心地区である中央1丁目・2丁目も高齢化率が20％を超えている。一方で、荒川沖や神立はやや低くなっている。荒川沖はベッドタウンで働き盛りの世代が多いこと、神立は工場労働者が多く住んでいることが要因といえそうだ。
1.2.2. 生活に必要な施設の立地
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＜医療施設＞
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図１-6は町丁目別の高齢化率と病院・診療所の位置を対照させたものである。この図から、特に新治地区を中心に医療施設が少ない地域があることがわかる。統計的には医療水準は高いとされる土浦市であるが、施設の立地には偏りがあることがわかった。

＜老人福祉施設＞
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図1-7は高齢化率と老人福祉施設の位置を対照させた図である。老人福祉施設は市域全体に立地していると言えそうだ。しかし、高齢化率が高い地区にうまく立地していないところもあるため、こうした地区を視野に入れた政策が求められそうだ。

（次ページに続きます）
＜公民館・ホール・文化施設＞
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図1-8は2005年国勢調査の町丁目別総人口と公民館・ホールならびに文化施設の位置を対照したものである。なお、文化施設とは料理教室や華道・茶道教室などのことである。公民館は中心部に特に多いものの市内の広範囲に分布しており、地域の拠点として利用されているとみられる。一方、文化施設は中心部に集中していることからこうした文化活動の場はやや限られているのが現状といえそうだ。
（次ページに続きます）

＜警察署・交番・駐在所＞
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図1-9は町丁目別総人口と警察署や交番、駐在所の位置を対照させたものである。基本的に人口が多い地区では警察の必要がより高まると考えられる。実際に、交番や駐在所が駅の周辺をはじめ、人口が多い地区に隣接して分布していることがわかる。しかし、新治や神立の南側の区域では警察の施設がまったくないため、こうした地域での治安の面では不安がある。
（次ページに続きます）

＜保育所＞
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図1-10は2005年国勢調査の町丁目別0～4歳人口と保育所の位置を対照したものである。傾向としては、乳幼児が多い地区ほど保育所に対する需要も相対的に高くなると考えられる。図を見ると、乳幼児の人口の多い地区かそれに隣接する地区に多く保育所が位置していることがわかる。特に中心地区や荒川沖には数多く立地していると言えそうだ。しかし、位置だけでなく収容定員などと合わせて検討する必要は残ってしまったため今後の課題である。
（次ページに続きます）

＜買い物施設＞
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図1-11は地区別総人口と買い物施設（スーパーマーケットとショッピングセンター）の位置を対照させたものである。市域外の施設ではあるが、神立地区にかなり近い「千代田ショッピングモール」（かすみがうら市）も追加している。傾向としては、常磐線沿線の人口が多い地区や幹線道路沿いに多く位置していることがわかる。一方で、新治や神立の南側の区域には買い物施設がほとんどないこともわかる。詳しくは次の節で述べるが、この地域では公共交通網も十分とはいえない。今後高齢化によって自動車が運転できないお年寄りが増えた場合に、買い物需要に応え、生活の不便をできるだけ和らげる政策が必要である。
1.2.3. 交通の問題
次に、市内の交通についてみていきたい。シミュレーションにはJICA-STRADAとCUETを用いた。また、「20年後」の仮定は下記のように設定した。
＜現在の道路混雑＞

　図1-12は現在の道路混雑を示している。国道6号線土浦バイパスや国道125号線の中心市街地周辺をはじめ、かなりの区間で混雑度が高くなっている。土浦バイパスは常磐自動車道とともに茨城県の大動脈となっている一方で、暫定2車線となっている区間もあることが混雑の主な原因である。また、125号線については市街地から阿見方面、新治方面にはバイパスが整備されているものの、市街地内ではバイパスがない「ボトルネック」の状態になっているため、混雑を誘発しているとみられる。
こうした混雑にはこれまでバイパス建設で対応するケースが少なくなかったが、今後の人口減少が予想される中で、更なる基盤整備は将来の財政負担の増大を招きかねない。慎重な判断が必要である。
＜「20年後」の道路混雑＞
　前ページに掲載した「20年後」の仮定に基づいて、CUETやJICA-STRADAを用いて道路混雑の予測を行った。結果が図1-13である。図から、混雑箇所はかなり減少していることがわかる。残った混雑箇所は国道125号線や国道354号線の局所的にボトルネックになっている区間である。
　この分析からも、大規模なバイパス建設はなるべく抑える必要があることがわかる。ただ、現在の混雑が看過できる状況にないことも確かである。通過交通が中心部に流入するのを防ぐことや、公共交通の機能改善が必要である。もちろん、区間などをよく検討した上での小規模なバイパス整備という方法も選択肢にひとつである。どのような政策が必要であるかは慎重な検討が求められる。


＜市内バス網の現状＞

図1-14は市内の路線バス網を示しており、線の太さは運行頻度に対応している。土浦駅からつくばセンター、阿見、中貫、高岡（新治地区）方面へは本数が確保されている。また、中心地区はキララちゃんの系統が張り巡らされており、一定の利便性がある。
しかし、新治地区の国道125号線以外には路線が全くないことや、神立地区へのバスはいずれも本数が少ない。これらの地域に医療機関や買い物施設が少ないことは先ほど触れたとおりであり、特に対策が必要である。
第２章　基本方針
2.1. コンセプト

都市計画マスタープランを策定するにあたり、以下のコンセプトを設定した。

“Tsuchiu Life” style

現在、土浦市はさまざまな問題を抱えている。一方で歴史・自然・立地や市民活動といった資源がある。こうした市内の資源を活用し、20年後の土浦市民の生活環境の向上を図ることを最終目的としたマスタープランを提案する。

2.2. Tsuchiu Life Styleの方針

マスタープランの策定にあたり、生活者の視点から土浦が抱える問題を見ていくと、車に依存する都市構造、農業地域での後継者問題、医療サービスの地域間格差、中心市街地の空洞化といった課題がある。一方で資源としては、町内会の組織率が比較的高いことや地域の防犯活動といった市民の手で展開される活動が活発であることは特筆できる。

続いて地域別に課題と資源を見ていくと、中心市街地では、郊外型のショッピングセンターの進出や、自動車でのアクセスが不便であることなどから商業機能の衰退が著しい。ただ、亀城公園やまちかど蔵などの歴史的な資源が点在していることが特色である。また、新治や神立の各地区ではレンコンや花きに代表される農業が盛んであるが、公共交通が不便であることや農業の担い手の高齢化が大きな課題といえる。荒川沖地区はベッドタウンの色彩が強く、モノやサービスの大きな消費地と言える。こうした現状を踏まえて私たちは図2-1のような枠組みを提案する。
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図2-1　地域内外との交流を核とした問題解決の枠組み

私たちが土浦の資源であると判断した「農業」、「商業」、「市民活動」という3つの軸を、新たな取り組みや政策によって効果的に結びつけ、有効に活用することを目指す。軸どうしの結びつきは地域内外での人々の交流につながり、人々のライフスタイルにもよい影響を与えると考えられる。こうした流れを通して、現在の土浦が抱える課題の解決を図り、20年後を見据えた生活環境の向上を図る。
第３章　重点整備計画
3.1. 重点整備計画

　Tsuchiu Life Styleの実現のために、以下の３つの重点整備計画を考えた。
1 ていき移動市

2 メインストリート計画

3 錬魂村
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図3-1　Tsuchiu Life Styleの重点整備計画
3.2. ていき移動市

　3.2.1コンセプト

主に新治地区・神立地区南部における生活サービス向上、ならびに地産地消の推進を目的とする。また、食・医療の交流だけでなく、新治・神立南地区⇔中心市街地を中心とした地域コミュニケーションの向上。さらには、公民館等の有効利用により、行政のサービスの提供、「料理教室」などの文化交流までも発展性があると考えている。

3.2.2.背景

図3-2　地区別高齢化率と医療機関　　　    図3-3　バス路線網および買い物施設

図3-2は、市内各地区の高齢化率と医療機関（総合病院・診療所）の位置を図示したものである。土浦市全体では医療事情は比較的充実しているが中心地区・荒川沖地区に集中しており、新治地区・神立地区においては極端に医療機関が少なくなっている。また、特に新治地区は高齢化率も高い。そのため、今後自家用車を使えない住民の増加が予想され医療面でのサービスを提供する必要があると考えられる。

図3-3は、バス路線網および買い物施設を示したものである。医療機関同様、買い物施設も新治地区・神立地区では少ない。特に新治地区の大部分と神立地区南部では中心部に比べ、非常に不便だといってよい状況である。また、公共交通機関の行き届かない地域も存在し、新治地区はバス路線系を除いて生活に不便であることが推察できる。

公共交通の充実が望まれるが、今後の拡大もすぐには見込めない。そのため自動車を使えない高齢者を中心に、日常の買い物を手助けする仕組みが必要と考えられる。

3.2.3.具体的な提案
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図3-4　公民館・集会所位置
[活動場所の提案]
図3-4を見ても、分かるとおり公民館・集会所の配置は充実しており、市内各地域に点在している。これを有効に活用した生活サービスシステムとして、主に新治・神立南地区において「ていき移動市」システムを考える。
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図3-5　関係フロー図
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図3-6　地域通貨との組み合わせによる期待効果

[活動方法の提案と効果]
図3-5は、ていき移動市の関係フロー図である。対象地区の公民館・集会所において、各施設で週に1回程度、定期的に実施する。開催日には中心市街地の商店が当番制で出店し、食料品・生活用品や各種サービスの提供・販売を行う。この市に来れば日常生活に必要な物品や、簡単な医療・介護、散髪などの生活サービスは基本的に満たせるように、出店を募る。移動市の運営は土浦市から補助を受けたNPOが行う。商店主と連携して移動市の企画・運営を行うほか、利用者の要望等をもとにサービスの拡充を行う。移動市は地域住民同士の交流の場となり、また中心地区の商店主との接点が生まれる。中心地区に出かけた時に、繋がりができた商店に立ち寄ることなどで、コミュニティが広がるきっかけとなることも期待される。

[地域通貨との連携効果]

図3-6は、ていき移動市と地域通貨を組み合わせた効果のフローを示したものである。移動市や地域間交流をより活性化させるために、地域独自の通貨「キララ」を利用する。キララは、市民活動を行った際や、市内産の食料品などを購入した際にポイントとして付与され、土浦市が全額を負担する。キララは市内産の物品などの購入に充てることができ、中心地区の市民が市内産の食料品（野菜・肉など）を購入するよう誘導する。このとき、購入者と、市内向けに出荷した生産者双方にキララを付与する。新治地区などの生産者は得たキララを中心市街地の店舗や市内の医療・介護サービスの支払いの一部として利用できる。医療サービスの利用促進により、市にとっても医療関係費の支出の低下が期待できる。また地域間のコミュニティの活性化が図られ、市全体が活性化することが期待される。

3.2.4. 生活スタイルの変化
例１）新治在住　６0代女性　
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週に１回、新治に来る移動市で、生活が便利になった。移動市は、商店街の人とも交流できて、安心な上にコミュニケーションも図ることができる。中心市街地に出かけたときには、顔なじみの店ができてお互いにとっていい効果をもたらす。さらには、公民館に社交ダンスの先生が来てみんなに教えてくれる。生活だけでなく、心も豊かになったといえる。
例２）中心市街地商店経営　３０代男性
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商店街ではNPOと協働し、当番制によって移動市を行っている。今回は、「待ちかど蔵」での移動市を行った。新治や神立の新鮮な野菜が買えると共に、商店街の名産品を買うことが地域通貨キララを利用して、お得にできる。地産地消にもつながるし、出荷者・購入者ともにメリットが大きい。
3.3. メインストリート計画

　3.3.1コンセプト

   土浦駅前から亀城公園までの中心市街地の活性化を図るために、また他の政策の効果を中心市街地にも取り入れるために、メインストリート計画を提案する。この計画の方針は次の3点である。

  １、歩ける、にぎわいのある空間の整備

２、メインストリートらしさの演出

３．高齢化に対応した市街地づくり

これにより、広く開かれたコミュニケーションの場として中心市街地に“にぎわい”を取り戻し、土浦の中心市街地が抱える課題を解決し、土浦の魅力を向上させる効果を期待する。計画の概要は図3-7の通りである。
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3.3.2 背景
先に述べたように中心市街地の衰退は著しいが、私たちはその物理的な要因は大きく以下の2点あるのではないかと考えた。

1、 自動車の通過交通の多さと歩行者空間の少なさ

2、 城下の町割が残っているため、慢性的に道路が混雑

その結果として、市街地に出かける人が少なくなり、現在のような状況になってしまったといえる。

3.3.3.具体的な提案

    ①歩行者空間の充実をはかる

歩きやすく、また歩きたくなる空間を整備するために、亀城公園からウララまでの通りの「ペデストリアンウェイ化」（図3-8）と観光や教育への利用が期待できる「まちかどサイン」の設置を提案する。
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図3-8　ペデストリアンウェイ化する通りの位置

ペデストリアンウェイ化することにより、この道路への自動車の流入は長い期間に渡って完全に遮断される。その影響を検証するために、JICA-STRADAやCUETを用いて20年後の混雑度を分析した。結果は図3-9である。


[image: image16]
図3-9　20年後のペデストリアンウェイ周辺の道路混雑度

当該区間の道路を撤去するだけでは国道354号線のネットワーク機能が失われるため、バイパスとして商工会議所付近から県道263号線までの道路を開通させた上でシミュレーションを行うと、迂回交通による混雑は国道125号線の一部の区間（図3-9中の黒丸で示した区間）に見られるものの、市街地全域にマイナスの影響を与えるとは言えない。よって、バイパス建設とこの区間に対する混雑緩和策を実施すれば、ペデストリアンウェイ化は決して困難なことではない。

「まちかどサイン」とは、市街地の要所に江戸時代の地図や戦前の街の様子を収めた写真を描いたサインを設置する取り組みである。複数個所に設置することで観光客の回遊を促すとともに、郷土史を学ぶ一つの方法として、教育における利用も期待できる。

　②にぎわいづくり

市街地のにぎわいを創出するために、図3-10に示す各施策を提案する。


[image: image17]
図3-10　にぎわいづくりの5施策とその実施場所
まず、「食べ歩きストリート」では手軽に歩きながら食べられるものを販売する店舗の集積を図る。調理の様子が歩行者の目に留まることや、料理の香りが店の外に漂ってくるように工夫することで、歩行者の好奇心と食欲を刺激するような通りづくりを行う。
次に「505ストリート」では「食べ歩きストリート」との対比の意味も込めて、椅子に座ってゆっくり飲食を楽しむ空間を目指す。1階はレストランやカフェといった飲食店を主に誘致する。また、モール505の2階以上はSOHOとしても活用できる市街地居住の場としての整備を行う。1階の飲食店はここに住む居住者の利用も見込んでいる。
「チャレンジショップ」はすでに川口一丁目にて実施されている取り組みだが、ここではさらに幅広い年代の人が商業にチャレンジできる場としての利用を図る。例えば、小中高生が商業体験を行う場とすることも利用法の一つである。
続いて、先述の「ていき移動市」を市街地でも開催することを提案する。開催場所としては、川口町バス停近くの高架道下に広がる空間が考えられる。新治や神立の各地区から農産物や花きを運んできて、販売する。地産地消のアピールになることはもちろん、市の存在が歩行者の興味を引くとともに、「キララ」の流通の場ともなり、市街地のにぎわいづくりにつながる。
「待ちかど蔵」は歩行者が気軽に休憩できる場所として主要バス停付近や市街地の要所に整備する。単なる休憩の場としてだけでなく、学生や一般の市民が制作した芸術作品を展示するスペースとしての役割も持つ。

以上は図3-10の各区間・地点との対応も意識しながら施策を紹介してきたが、最後に、業種にかかわらず市街地の営業中の店舗には必ず「のれん」をかけるようにする。これはどの店がいま営業しているのかすぐにわかるようにすることと、街の雰囲気に一体感を持たせることに主眼を置くが、一方で、それぞれの店の個性を表現するものとしての役割もあり、街の眺めに視覚的な変化をつける意味合いもある。


[image: image18]
なお、メインストリート計画のうち「待ちかど蔵」（イメージは図3-12）に関しては、土浦市のシンボルとなりうる施設である。そのため、中心市街地に限らず荒川沖や神立の主要バス停、あるいは公民館の一角に設置し、市民の憩いの場・交流の場としての役割を持たせる発展性も考えられる。



3.3.4.生活スタイルの変化

例）土浦在住　１０代カップル
[image: image19.png]X4 2AM)—b

RASELHSHS

BRART—H

E-N505T
WoKWS7F 13—

2,

P

ROIER.
NAUCAFATREE,

Loavsn—H—
SLLhof-tak

AZAMRM
http://putiya.com




歩きやすい歩行者空間になったことで、中心市街地に活気が戻ってきた。今回は、土浦のメインストリートをデートしながら、紹介する。まずは「食べ歩きストリート」ファーストフード感覚で土浦の名産品が食べられるのが魅力的。次は、目的地「亀城公園」である。それまでに「のれんストリート」で歴史を感じながら、「まちかどサイン」などでも土浦の歴史を知ることができる。最後は、歩きつかれたからモール５０５でディナー。落ち着いたおいしい料理を出す店がたくさん並んでいて、デートの締めくくりにはぴったり。
歴史を感じながら、世代を問わずに楽しめるメインストリートになっている。

3.4. 錬魂村

　3.4.1コンセプト
　　　土浦の伝統産業の後継者問題の解決、および「体験」プログラムを通した人材育成を目的として、新治や神立南地区に「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(れんこん),練魂)村」をつくる。また、若い人材を利用して、「体験」型の教育プログラムや、ここで得た知識や技術を生かし、自ら生産したものを「職業体験」として中心市街地での販売を行うなど「体験」の幅が広がることを期待している。
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3.4.2 背景
土浦市における「課題」と「資源」の有効利用を考えて、図3-15のような錬魂村を提案した。土浦の伝統的な文化・技術の体験を通して、都市部である中心地区・荒川沖地区などの子供たちの情操教育を行う。また、高校生・大学生など若い人材の市民活動の場としても位置付け、世代を越えたコミュニケーションの場となることを期待する。

課題点：

①高齢化による農業の後継者不足（新治、神立）

　　　②伝統技術や農業のアピール力が足りない

　　　③チャレンジショップ制度への注目度が低い

資源面：

①学生が多いこと

②地域に存在する高齢者の経験・知識が豊富なこと

③常磐線を通じて東京へのアクセスが充実しており、外部へのPRが行いやすいこと

④体験場所が豊富なこと（農地・商店・裁判所等）、活動する拠点がある（チャレンジショップ制度）

　　3.4.3 具体的な提案
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図3-15　錬魂村のフロー図

[方法と効果]

図3-15は練魂村のフロー図である。企画・運営はNPOが行う。新治・神立地区の方々の協力の下、農業や工業、伝統文化を題材に利用し、住民の方を講師として招く。「住民総教師」をキャッチフレーズに、さまざまな方にさまざまな講座・プログラムを行ってもらう。

プログラムは学校の放課後や、夏休みなど長期休業中に実施する。中心地区・荒川沖地区はじめ市内の子供たちは、それぞれ参加するプログラムごとに錬魂村に出向き、参加する。子供たちの保護者（図3-15の「家庭」に相当）は、一緒にプログラムを受講したり、プログラム運営のサポートに当たったりする。このようなプログラムを外部の人にも参加できるようにし、土浦のＰＲとともに市民との交流を期待する。

＜小学生向けプログラムの例＞

· 稲作体験（田植え・稲刈り・脱穀等）

· もちつき体験
・工場体験

· 昔の遊び体験
・職業体験（自分で作った野菜や工芸品の販売）

学生のサポートスタッフは、高齢者の農作業の手伝いや、技術を持つ講師のサポート、企画・運営のサポート、プログラムの作成などを行う。これらの活動を通して農業や工業、伝統文化に触れることで郷土への理解を深め、後継者の育成を図る。活動成果を中心市街地の待ちかど蔵で発表したり、作品を販売したりといった広報活動も行う。これらの活動により、子供や学生の教育だけでなく、地域間・世代間の交流も促すことにより、持続可能な街づくりへとつなげる。NPOを中心として多様な人々が運営に参画するため、土浦ならではの特色あるプログラムになると期待する。

3.4.4. 生活スタイルの変化

例）土浦在住親子　３０代親、１０代子供
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錬魂村の「親子自然体験プログラム」を利用して、夏休みに親子でキャンプに参加した。そこでは新治の自然を生かして、簡単なログハウスを作った。休憩時間には、おばあちゃんたちと一緒にもちつきを体験した。今の子供たちは、テレビゲームばっかりに夢中になってしまうけど、土浦ならこんな自然体験も味わえる。小さいうちからものづくりを楽しめていい体験ができた。今度はお父さんも一緒に、伝統工芸を体験してみよう。
第4章　本計画のまとめ
私たちは20年後を見据えた土浦市民の生活環境向上を第一に考えて
“Tsuchiu Life” style

というコンセプトのもとにマスタープランの策定を行った。ここでその計画内容をまとめる。
土浦市の現状把握・分析を通して、私たちは市民生活向上の軸に「農業」、「商業」、「市民活動」の3つに据えることにした。現状ではこれらの軸が機能不全に陥っているか、相互作用が十分でないために、さまざまな課題が出てきている。

したがって、それぞれの軸の特色を引き出し、これらをコミュニケーションの輪でつなぐことで、20年後の土浦市民の新しいライフスタイルである”Tsuchiu Life” styleを確立できるのではないかという考えにいたった。
新しいライフスタイルを確立するための具体策である「重点整備計画」の策定にあたっては、市内各地区の資源や問題点を検証し、相互の補完・協力を促すとともに、土浦市の「顔」ともいえる中心市街地の活性化を目指して3つの計画を提案した。それが「ていき移動市」、「メインストリート計画」、「錬魂村」である。各計画とその実施目的の関係を図4-2に示す。ひとつの目的に対して、複数の計画がそれぞれのアプローチから作用する補完関係がここにも見られる。これは計画同士にも接点があり、相互に作用しながら先述の3つの軸を活性化し、それぞれのつながりをより活発なものにしていくことの表れでもある。
本計画の実現によって穏やかに、しかし確実に土浦市民の生活に新たな変化が訪れ、20年後には一人ひとりが思い思いの”Tsuchiu Life” styleを楽しんでいることを願ってやまない。

謝辞

今回の都市計画マスタープラン策定実習を行うにあたり、実習担当の先生方、技術職員の北原さん、土浦市役所の皆様、そしてTAの五十石さんには大変お世話になりました。皆様のあたたかいご支援があって、この実習に取り組むことができました。この場をお借りして厚く御礼申し上げます。
また、土浦市長の中川清様、筑波大学副学長の腰塚武志先生と懇親会にてお話させていただく機会まで得まして、大変感謝しております。重ねて御礼を申し上げます。

平成20年度　都市計画マスタープラン策定実習6班　一同
参考文献
· 第７次土浦市総合計画
· 土浦市公式ホームページ
http://www.city.tsuchiura.lg.jp/
· 社団法人土浦観光協会
http://tutiura.727.net/
· 統計いばらき
http://www.pref.ibaraki.jp/tokei/
· 統計つちうら
http://www.city.tsuchiura.lg.jp/index.php?code=1328
· 土浦市 まちづくりアンケート
http://www.city.tsuchiura.lg.jp/index.php?code=52
· 第3次つくば市総合計画

http://www.city.tsukuba.ibaraki.jp/13/883/002318.html
図1-1　コーホート分析による土浦市の人口予測





図1-6　高齢化率と病院・診療所の位置
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図1-4　市内での犯罪発生件数の経年変化





図1-5　市内の高齢化率（2005年国勢調査の結果をもとに作成）





図1-2　総人口に対する学生数の比率





図1-3　地域ごとの産業の特色
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図1-7　高齢化率と老人福祉施設の位置





図1-8　地区別総人口と公民館・ホール・文化施設の位置





図1-9　地区別総人口と警察署・交番・駐在所の位置





新治地区





神立地区（南側）





図1-10　地区別0～4歳人口と保育所の位置





図3-7　メインストリート計画の概要
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図1-14　市内のバス網の現状





・道路に関して


　圏央道（茨城県区間）、国道6号牛久土浦バイパス、朝日トンネルは全線開通


　つくば市研究学園駅周辺地区を整備、土浦イオンへのアクセス道路開通


・商業施設に関して


　イオン土浦、あみアウトレット、iiasつくばの商業地面積を追加


・人口に関して


　土浦市をはじめつくば市以外の市町村は土浦市単独のコーホート分析結果と同じ比率で人口が減少


つくば市の人口は現在の人口（およそ20万人）と、第3時総合計画での想定人口である35万人の比率（計算すると約1.7倍）で増加








図1-13　「20年後」の道路混雑（JICA-STRADAより）
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図1-12　現状の道路混雑（JICA-STRADAより）
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図3-12　待ちかど蔵のイメージ








図３-14　錬魂村の活動フロー図
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図3-11　のれんストリートのイメージ








図3-13　荒川沖・神立地区での待ちかど蔵開設場所の例








図4-1 地域内外との交流を核とした問題解決の枠組み（再掲）








図4-2　各重点整備計画とその目的との関係








図1-11　地区別総人口と買い物施設の位置
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